


「教育実践研究論文集」第37号の発刊に寄せて

公益財団法人 日本教育公務員弘済会千葉支部

大　竹　誠　司

教職員の皆様には、日頃より（公財）日本教育公務員弘済会（日教弘）千葉支部の諸事業に深いご理解と
ご支援をいただいておりますことに、心より感謝申し上げます。また、多くの方に日教弘の趣旨にご賛同
いただき、「教弘保険」にご加入いただくことで教育振興事業をはじめとする当支部の事業を拡充するこ
とができておりますこと、重ねて御礼を申し上げます。
さて、当支部の「教育実践研究論文」募集は１９７６年（昭和５１年）度にスタートし、本年度で４６回
目を迎えました。「教育実践研究論文」募集事業は、当支部の教育振興事業の大きな柱の一つであり、その
目的は、児童生徒の教育・人としての成長に寄り添い、努力と研鑽を惜しまない教職員の教育実践と研究
意欲を奨励することにあります。そして、その中で健やかに成長していく子どもたちの姿は、「最終受益
者は子どもたち」という私たち日教弘・千葉教弘の理念の具現化にもつながっているものと考えており
ます。
令和２年の年明け早々から新型コロナウイルス感染症が全世界を襲い、日本でも誰も経験したことの
ない事態への対応を迫られました。この間、学校では、行事の変更や夏季休業期間の見直し、学力保障な
ど次々と新たな対応が求められたことと思います。
多忙を極める中にあって日々の教育実践をまとめていただき、多くの学校・教職員からご応募をいた
だきました。コロナ禍だけでなく、支部優秀論文の日教弘教育賞への推薦を同一年度にするため、今年は
応募の締め切りを例年より２か月早く設定しました。このため、応募数が減少するのではないかと心配
していましたが、学校部門１６本、個人・グループ部門２３本、合計３９本の応募をいただきました。校種
でも、幼稚園・こども園１本、小学校２６本、中学校４本、義務教育学校１本、高等学校３本、特別支援学校
４本となっており、すべての校種から応募がありました。いずれも日々の教育実践の工夫改善と児童生
徒の成長の様子をうかがうことができ、審査員の先生方からは素晴らしい実践研究であるとの高い評価
をいただきました。
厳正な審査の結果、今回入賞された方々は別掲の通りです。入賞された皆様には心よりお祝いを申し
上げます。また、今回入賞されなかった先生方におかれましても、引き続き研究を深められ、その成果を
日々の実践に活かしていただきたいと思います。
２１世紀を生き抜く子どもたちを育むことは教職員の使命です。県内の先生方が、本冊子に掲載され
た研究の成果を日々の教育実践に役立てていただければ、この事業は大きな成果を上げることになり、
当財団としてこれに勝る喜びはありません。
当支部としましては、今後も事業の充実を図り、児童生徒の学びやすい環境づくりや学校教育の支援
など、「最終受益者は子どもたち」という日教弘の理念のもと、教育振興事業の充実に尽力してまいりま
す。今後も、多くの教職員の皆様に「教弘会員」になっていただき、引き続きご支援をいただきますようお
願い申し上げます。
末筆ながら、この間、審査委員長としてご指導をいただいた千葉県総合教育センター所長神子純一様
をはじめ各審査委員の先生方、さらには論文をお寄せいただいたすべての方に感謝を申し上げまして、
巻頭のご挨拶とさせていただきます。

支 部 長

– 1 –



新たな教師の学びと質の高い
　　　　　　　　　　教職員集団をめざして

神　子　純　一所 長

審査委員長
千葉県総合教育センター　

令和4年度より新学習指導要領が高等学校でも実施され，新しい時代の教育が全面的にスタートして

います。令和4年10月の中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の在り方特別部会中間まと

め」では，今後の改革の方向性として「新たな教師の学びの姿の実現」や「多様な専門性を有する質の高い

教職員集団の形成」が示されました。子供たちの学びとともに教師自身の研修観を転換し，個別最適な学

び・協働的な学びの充実を通じた「主体的・対話的で深い学び」を実現すること，教師一人一人の専門性の

向上と教員集団の多様性を確保し，学校組織のレジリエンス（復元力）を向上することは喫緊の課題で

す。子供たちの多様化と社会の変化に対応した前例にとらわれない創造的な教育を追求することが，こ

れからの学校と教師の使命と言えるでしょう。

一方，コロナ禍が3年間にもおよんでいる最前線の学校現場では，子供たちの健康・安全の確保と学び

の保障の両立が求められてきました。今現在も教職員の皆様が助け合いながら工夫を重ね，「新たな学

校」の在り方を模索し，最大限のご尽力をされていることに深く敬意を表したいと思います。

こうした新たな時代の要請と予測困難な状況がある中で，今年度は，学校部門に16点，個人・グループ

部門に23点の応募がありました。厳しい現状をむしろ子供の成長に資するチャンスとしてとらえ，取組

を計画的，継続的に実践し，論文としてまとめ，応募いただいた学校や先生方の熱意に，あらためて感謝

申し上げます。

今年度の論文の中には，コロナ禍における懸命な実践から生まれた特別支援教育の新しい取組，SDGs

や個別最適な学びと協働的な学び等の現代的な課題やニーズに積極的に取り組んだ研究，地域や学校の

実情・特色・課題等を見つめ直し，「強み」や「良さ」を生かして実践していく創造的な研究など，「私の学校

でもやってみよう」「この部分は自校に活用できそうだ」と示唆や動機を与えてくれる実践が数多くあり

ました。学校部門・個人部門ともに「質の高い教職員集団の形成」があり，日常実践を基盤とした「新たな

教師の学びの姿」を示していただいたものと，深く感銘を受けた次第です。

日々の実践を評価し，改善へつなげていくという過程，いわば～カリキュラムマネジメントによる

PDCAサイクルの構築と円滑な運用～を論文としてまとめ，成果を広く共有していくことは，最終的に子

供たちの成長につながる意義ある試みです。今後とも各学校や先生方には，「教職員や子供たちのため

に」という視点から，機会を捉え実践に根差した素晴らしい研究を応募していただくことを期待いたし

ます。

結びに，教育実践論文を募集されました公益財団法人日本教育公務員弘済会千葉支部様の長きにわた

る取組に敬意を表するとともに，これらの論文の普及により，多くの学校や先生方が論文集を手に取り，

自校の実践に生かしていただく「共有財産」となりますことを祈念してあいさつ(講評)とさせていただき

ます。
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吉 村　忠  広校長
酒々井町立酒々井小学校
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《奨励賞》 学校部門

今日の「わかった！」を明日の「できる！」に
～思考過程の見えるノートづくりを通して学ぶ教師～

宮 内　教  夫校長
銚子市立双葉小学校
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《奨励賞》 学校部門

『サファリ！な子』の育成に向けて
～変化の激しい２１世紀をたくましく生き抜いていく子どもたちを目指して～

松 永　裕  思校長
市川市立中山小学校
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《奨励賞》 個人・グループ部門

科目「課題研究」における自然栽培実践の取り組み
～ユネスコスクールにおける課題研究の在り方を目指して～

斉 藤　一  彦教諭
千葉県立下総高等学校
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《奨励賞》 個人・グループ部門

英語の家庭学習を通じた「個別最適な学び」の研究と実践
～自己調整をしながら学習を進められる生徒の育成を目指して～

浅 野　幸  絵教諭
松戸市立第五中学校
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《奨励賞》 個人・グループ部門

「生徒指導の機能」を生かした、「学級だより」発行の在り方について
～「持ち上がり学級」が少なくなった現状のために～

澤 井　謙  一教諭
鎌ケ谷市立鎌ケ谷小学校
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《佳作》

学校部門

松戸市立松飛台第二小学校 校長 多様な背景や課題を持つ児童が共に学ぶ学校教育の充実を目指して市川　正人

成田市立本城小学校 校長 夢や希望を笑顔で語る子どもたちの育成井上 功太郎

成田市立神宮寺小学校 校長 「自分を信じてがんばる子」の育成に向けて内 田 　 淳

匝瑳市立八日市場小学校 校長 児童一人一人が「笑顔いっぱい」になる学校を目指して柗倉　孝夫

市川市立塩浜学園 校長 県内初の義務教育学校　塩浜学園の現在地松 井 　 聰

旭市立鶴巻小学校 校長 数学的に思考し、表現する力の育成を目指して堀川　金一

個人・グループ部門

千葉県立八街高等学校 教諭 進路多様校における生徒の英語に対する意識と英語の授業は英語で行う
ことの難しさ嶋田　亮太

松戸市立松戸高等学校 教諭 高等学校の体育における振り返りの効果の検証瀬和 真一郎

千葉市立柏台小学校 教諭 豊かに表現する児童への指導の工夫村 松 　 綾

市川市立行徳小学校 小学校
英語専科 図書・総合・社会科と外国語科のクリルを目指して内 川  佳 代

習志野市立谷津小学校 教諭 小学校における専科という立場での無限の教育活動への挑戦秋元　由理

松戸市立上本郷小学校 教諭 教材の焦点化を通して「深い学び」の実現を目指した体育授業武藤　光亮

柏市立大津ケ丘第二小学校 教諭 算数科におけるめあてとまとめの再考川股　千秋

流山市立おおぐろの森小学校 教諭 個の課題を踏まえた学び合いの授業の中で子どもたちの社会性を育てる北 島 　 愛

佐倉市立志津小学校 教諭 日常的に考えさせる道徳教育の実践中村　陽一

木更津市立鎌足小学校 教諭 「自ら考える力」を育てる理科指導山本　裕貴

浦安市立美浜中学校 教諭 中学校の学年経営におけるシン・マネジメント川久保　周

浦安市立明海認定こども園 教諭 豊かな表現力を養うための援助の在り方について河原　七海

佐倉市立上志津小学校 教諭 主体的・対話的で深い学びを生き生きと実現する児童の育成仙波　仁子
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